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●ウメ（梅） 

・好文木　・香散見草　・春告草 

・匂草　・風待草 

　春近いことを告げるバラ科の落葉樹です。品種が多く
300種以上ありますが、大きく分けると白梅と紅梅です。
白梅は奈良時代以前に中国から長崎県の梅崎に渡来し、
万葉時代には貴族に愛され詩歌に詠われました。万葉集
に118種詠われていますが、全部白梅です。その頃は白
梅だけで紅梅は平安時代に渡来した故もありますが、白
は日本人好みであったのです。梅といえば天神様で、菅
原道真が流された九州大宰府の天満宮では「東風吹か
ば・・・」で有名な「飛梅」は白梅で、大正天皇の皇后
が献上した「皇后梅」は紅梅のようです。 
『梅一輪一輪ほどの暖かさ』　嵐雪 

　今月の表紙は、1月13日に丸子町文化会館セレスホールで行
われた丸子町成人式のひとコマです。この日は寒いながらも成
人を迎える若者を祝うかのような晴天に恵まれました。式典で
は、新成人を代表して中学生の頃からの夢であるサッカー選手
を目指しているという、森川達矢さんと、アップウィズピープ
ルの活動がきっかけで国際政治に関心をもつようになったとい
う宮本真奈望さんがあいさつをしました。また、新成人が今ま
で歩んできた20年を当時の写真と音楽で振り返るスライドも
上映され、みな当時をなつかしげに振り返っていました。 

●おめでとう！新成人 

●Eメール 
　office@maruko-town.ne.jp 
●ホームページ 
　http://www.maruko-town.ne.jp 
●ｉモード用ホームページ 
　http://www.maruko-town.ne.jp/i 
●町長室専用ファックス 
  （町づくりアクティブライン） 
　Fax 0268-42-3388 
●毎月15日は町長との対話サロン 
  【問】�0268-42-1011　企画課情報係 

●人口 

男…………12,299 （＋ 1 ） 

女…………12,989 （＋ 8 ） 

総数………25,288 （＋ 9 ） 

世帯数……・・8,945 （＋15） 

　　　　　　  1月1日現在 

�緑あふれる郷土を愛し、豊 
　かな町をつくりましょう。 

�仕事に励み、伸びゆく産業 
　の町をつくりましょう。 

�平和を愛し、心のふれあう 
　楽しい町をつくりましょう。 

�教養を深め、香り高い文化 
　の町をつくりましょう。 

�健康で幸せを願い、希望に 
　満ちた町をつくりましょう。 

●広報に掲載した写真差し上げます。丸子町役場企画課情報係まで　�42-1011　有線24882

JQA-EM1393

丸子町は環境ISO14001を取得しています。 PRINTED WITH 

SOY INK
TM

Trademark of American Soybean Association

大豆油インクを使用しています。 
古紙配合率100％再生紙を使用 

古紙100％再生紙を使用しています。 

こ　 ち 

きさいのうめ 

意見発表する森川達矢さん 

撮影場所：中丸子 

12月1日－廃棄物処理法　 
が改正 
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凡　例 

第三期計画区域（H16～H20） 

第四期以降計画区域（H21～H22） 

平成15年度迄の整備予定区域 

丸子町浄化センター  ピュアパークまるこ T

T

ピュアパークまるこ（平成11年3月27日運転開始） 

・
下
水
道
の
目
的 

　
私
た
ち
は
生
活
し
て
い
く
上
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
水
を
使
っ
て
い
ま
す
。
台
所
、

風
呂
、
洗
濯
な
ど
で
た
く
さ
ん
の
水
を
使

い
、
そ
の
ま
ま
川
な
ど
に
流
す
と
水
質
は

悪
く
な
り
、
悪
臭
を
発
生
さ
せ
、
魚
が
住

め
な
く
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
自
然
の
環

境
を
破
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
し
た

汚
れ
た
水
を
浄
化
し
て
、
き
れ
い
な
水
を

自
然
の
サ
イ
ク
ル
に
戻
し
、
私
た
ち
の
生

活
環
境
を
快
適
に
す
る
と
と
も
に
、
公
衆

衛
生
の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
目
的
か
ら
平
成
５
年
度
よ
り

着
手
し
た
公
共
下
水
道
事
業
は
、
順
調
に

事
業
が
進
み
、
今
後
更
に
整
備
区
域
を
拡

大
し
、
平
成
22
年
度
の
整
備
完
了
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

 
　
下
水
道
工
事
は
、
下
水
道
管
が
整
備
さ

れ
た
下
流
側
か
ら
上
流
へ
向
け
て
順
次
進

め
て
い
く
こ
と
を
基
本
に
工
事
を
行
う
予

定
で
す
。
　
　 

 

な
お
、
公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水

施
設
等
の
集
合
処
理
整
備
地
区
以
外
に
お

住
ま
い
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
個
別
合

併
処
理
浄
化
槽
に
よ
る
整
備
地
区
と
な
り

ま
す
。
町
で
は
「
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

整
備
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
」
に
よ
り
対

応
し
て
い
ま
す
の
で
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
役
場
下
水
道
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
　
　 

  

・
下
水
道
工
事
に
ご
協
力
を
　
　 

　
下
水
道
工
事
は
、
車
両
を
片
側
交
互
通

行
や
通
行
止
め
に
し
て
行
い
ま
す
の
で
、

工
事
中
は
道
路
の
通
行
に
支
障
が
生
じ
る

等
、
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
安
全
対
策
に
は
万
全
を
期
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
下
水
道
整
備
に
対
す
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
　
　 

  

・
今
か
ら
資
金
の
準
備
を
（
下
水
道
貯
金
）

　
こ
れ
か
ら
下
水
道
を
使
用
し
て
い
た
だ

く
に
際
し
ま
し
て
、
受
益
者
負
担
金
は
も

と
よ
り
、
各
ご
家
庭
で
は
、
排
水
設
備
工

事
（
下
水
道
管
へ
の
接
続
工
事
）
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
　
供
用
開
始
に
な
り
ま
し

た
ら
、
つ
な
ぎ
込
み
工
事
が
速
や
か
に
行

え
る
よ
う
に
、
今
か
ら
資
金
の
準
備
を
お

願
い
し
ま
す
。 

係　名  連　絡　先 　　　　　　　　　　　　　業　務　の　内　容 

普及係
 電話42-1055 

受益者負担金、指定工事店、排水設備、融資あっせん、普及促進関係 
 有線24902  

工事係
 電話42-1057 

建設工事の施工及び監督、安全管理、用地・補償関係
 

 有線24454  

設計係
 電話42-1056 

下水道施設の維持管理、終末処理場の建設、下水道認可事務、各種台帳整備、各種調査、合併処理浄化槽
 

 有線24921  

管理係
 電話42-1128 

予算・決算、財政計画、補助金及び起債事務、入札・契約事務、下水道使用料関係 
 有線24502  

公
共
下
水
道
事
業 

〜
第
3
期
整
備
計
画
〜 

公
共
下
水
道
事
業 

〜
第
3
期
整
備
計
画
〜 

下水道についてのお問い合わせは役場下水道課の下記の係へどうぞ 

※各地区の整備範囲は 
　　　　　　次のページの図のとおりです。 

ホームページアドレス http://www.maruko-town.ne.jp/yakuba/kurasi/gesuido/index.htm

　　　   地　区　名 　　  整備面積 
塩　川 郷仕川原・南方工業団地　 
長　瀬 練合  
腰　越 町・深山  
生　田 北原（上田市界） 

第4期以降整備予定地区 

◆事業期間：平成21年度～平成22年度 

34.0ha

　　　   地　区　名 　　  整備面積 
塩　川 坂井・南方　　　　   
長　瀬 宮原・金井・平戸  
腰　越 向井・町  
生　田 尾野山  
御岳堂 南原・中山・上組 

第3期事業計画の概要 

◆事業期間：平成16年度～平成20年度 

 

206.0ha

丸子町浄化センター  ピュアパークまるこ 
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調
印
式
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た

第
１
回
任
意
合
併
協
議
会
で
は
会

長
に
母
袋
上
田
市
長
を
選
任
し
、

重
要
な
協
議
事
項
で
あ
る
合
併
の

方
式
に
関
し
て
協
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
協
議
で
は
合
併
す
る

市
町
村
が
合
併
と
同
時
に
消
滅
し
、

新
た
な
市
を
設
置
す
る
新
設
合
併

（
対
等
合
併
）
と
他
の
市
町
村
に

編
入
さ
れ
る
編
入
合
併
（
吸
収
合

併
）
の
二
つ
の
方
式
の
う
ち
ど
ち

ら
の
方
針
で
進
め
て
い
く
か
議
論

さ
れ
ま
し
た
が
、
４
市
町
村
が
対

等
の
立
場
で
合
併
し
新
た
な
新
市

を
設
置
す
る
新
設
合
併
（
対
等
合

併
）
の
方
式
を
と
る
こ
と
で
了
承

さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
ほ
か
に
、
平
成
14
年
度
、

15
年
度
の
事
業
計
画
お
よ
び
予
算

の
承
認
、
合
併
し
た
場
合
の
新
市

の
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

を
作
成
す
る
新
市
将
来
構
想
策
定

委
員
会
の
設
置
要
綱
の
採
択
が
な

さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
１
月
24
日
に
は
第
２
回

任
意
合
併
協
議
会
が
新
た
に
上
田

市
芳
田
に
設
置
し
た
任
意
合
併
協

議
会
事
務
局
事
務
所
で
開
催
さ
れ
、

合
併
の
時
期
や
新
市
の
名
称
に
関

す
る
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

  

　
上
田
市
、
丸
子
町
、
真
田
町
、

武
石
村
で
は
、
こ
れ
ま
で
３
回
の

任
意
合
併
協
議
会
設
立
準
備
会
を

開
催
し
、
任
意
合
併
協
議
会
の
設

置
に
関
し
て
協
議
を
進
め
、
こ
の

日
の
調
印
と
な
り
ま
し
た
。 

　
合
意
書
の
調
印
式
に
は
、
４
市

町
村
の
首
長
と
議
会
議
長
が
出
席

し
合
意
書
に
署
名
押
印
し
て
、
設

置
の
合
意
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
任

意
合
併
協
議
会
の
委
員
は
各
市
町

村
か
ら
７
名
が
参
加
し
て
28
名
か

ら
構
成
さ
れ
、
丸
子
町
か
ら
は
町

長
、
助
役
、
議
長
を
は
じ
め
議
員

が
２
名
、
住
民
代
表
と
し
て
丸
子

町
の
区
長
会
長
の
成
澤

剛
さ
ん
、
識
見
を
有
す

る
者
と
し
て
丸
子
町
監

査
委
員
の
加
藤
好
男
さ

ん
が
参
加
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
任

意
合
併
協
議
会
で
は
、

平
成
17
年
３
月
ま
で
の

新
市
発
足
を
目
指
し
、

市
町
村
合
併
に
関
す
る

調
査
・
研
究
な
ど
行
い
、

任
意
合
併
協
議
会
だ
よ

り
な
ど
を
通
じ
て
住
民

の
皆
さ
ん
に
判
断
材
料

を
提
供
し
て
い
く
た
め
、

月
１
回
か
ら
２
回
開
催

す
る
予
定
で
す
。 

　12月24日の任意合併協議会の設置を受け、翌
25日には、上田市・丸子町・真田町・武石村４
市町村の首長が長野県庁を訪れ、田中県知事と
会談、合併重点支援地域の指定を要望しました。
会談の中では、堀内町長が地域の独自性を生か
した合併を目指していくことを説明し、これに
対して田中県知事は「できる支援に関しては協
力していきたい」と話しました。 

上田市・丸子町・真田町・武石村の
　　　　　　各首長が田中知事を訪問
上田市・丸子町・真田町・武石村の
　　　　　　各首長が田中知事を訪問

合
併
方
式
は 

　  

新
設（
対
等
）合
併
に 

　丸子町では、年々増加すると見込まれるごみ量に対応するため「ごみ処理有料化」について検討しています。
昨年10月、全戸に「ご存知ですか？ごみの現状を！」というチラシを配布して丸子町のごみの現状と今後の方
向性についてお知らせをしました。また、町内7箇所において「ごみ懇談会」を開催してみなさんのご意見など
をお聞きした結果、現状を考えると「やむを得ない」などの意見もいただきました。 
　今後、この「ごみ処理有料化」について住民のみなさんのご理解を深めていただくため、現在の検討状況など
広報を通じてお知らせしていきます。 

　現在、つぎの金額で検討をしています。（　）内は、現在の価格 

　この「ごみ処理有料化」とは、ごみ袋にある一定の手数料を上乗せ
して、ごみを出すみなさんにもごみ処理費の一部を負担していただく
システムです。 

●町で1年間に出るごみの量は、7,400トンで、これを処理するのに3億2千万円ほどかかっています。可燃
ごみ1袋分（約5kg）を処理するのに約220円かかります。 
●上小地域でごみ処理有料化は、6市町村がすでに実施しており、実施していないのは、丸子町と東部町
だけです。 

　今後増加すると見込まれるごみ量に対して、「ごみ処理有料化」を導入することにより次の効果が期
待されます。 

・ごみの減量化 
　「ごみ処理にはお金がかかる」という意識を住民ひとりひとりが持つことによるごみ減量効果が期
待できます。また、ごみになるものは買わないなどリデュ－ス（ごみの発生抑制）効果が期待できます。 

・リサイクルの促進 
　ごみとして出していたものをリサイクルできるものはリサイクルへまわすという意識が生まれます。 

・受益と負担の公平性確保 
　ごみを多く出す人も少なく出す人も同じ負担でしたが、今後はごみを
減量した人は少ない負担で済みます。 
  
　現在、議会において審議中のため実施や実施時期については未定です。 

可燃ごみ 30リットル袋　1枚50円（約11円） 20リットル袋　1枚35円（約8円） 

不燃ごみ 35リットル袋　1枚50円（約12円） 20リットル袋　1枚35円（現在なし） 

プラスチック・ゴム類 35リットル袋　1枚50円（約11円） 

事業所用可燃ごみ 30リットル袋　1枚85円（約11円） 

【問】役場　　生活課　　環境係　�42-1054　有線24491

�
42
―
3
2
4
7
　
有
線
2
4
5
1
0

　
昨
年
、
12
月
24
日
に
上
田
創
造
館
の
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
上
田
市
・
丸

子
町
・
真
田
町
・
武
石
村
任
意
合
併
協
議
会
設
置
合
意
書
調
印
式
が
行
わ

れ
、
四
市
町
村
に
よ
る
任
意
合
併
協
議
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
第
一
回
目
の
任
意
合
併
協
議
会
の
協
議
が
開
催
さ
れ
、
合
併
の
方
式

な
ど
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

上田創造館で行われた 
上田市・丸子町・真田町・武石村任意合併協議会設置合意書調印式 

―
上
田
市
・
丸
子
町
・
真
田
町
・
武
石
村 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
任
意
合
併
協
議
会
を
設
置
― 

【
問
】
企
画
課 

 

　
　
　
合
併
対
策
室 



広報まるこ  2003/2

（7） 

広報まるこ  2003/2

（6） 

　
二
月
十
七
日
か
ら
所
得
の
申

告
相
談
が
始
ま
り
ま
す
。
平
成

十
四
年
中
に
得
た
所
得
に
つ
い

て
、
三
月
十
七
日
ま
で
に
申
告

を
し
ま
し
ょ
う
。 

　
日
程
は
表
の
と
お
り
で
す
。

ご
都
合
の
上
、
な
る
べ
く
役
場

で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
申
告
さ
れ
た
所
得
は
、
町
県

民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
の
賦

課
に
使
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

福
祉
年
金
や
児
童
手
当
な
ど
の

給
付
金
の
支
給
判
定
に
使
わ
れ

た
り
、
所
得
証
明
の
発
行
な
ど

に
使
わ
れ
ま
す
。 

　
申
告
を
し
な
い
と
、
こ
れ
ら

の
給
付
が
一
時
停
止
さ
れ
た
り
、

証
明
書
が
発
行
さ
れ
な
い
と
い
っ

た
支
障
が
で
ま
す
。
期
間
内
に

申
告
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。 

   

　
町
県
民
税
の
申
告
書
は
配
布

し
ま
せ
ん
が
、
あ
ら
か
じ
め
配

布
す
る
収
支
内
訳
書
な
ど
に
記

入
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。 

  

  

�
税
務
署
へ
所
得
税
の
確
定
申

告
書
を
提
出
し
た
人 

�
給
与
だ
け
の
人
で
勤
務
先
で

年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る
人 

�
「
農
業
所
得
金
額
の
お
知
ら

せ
」
が
届
い
た
人
で
、
そ
の

金
額
が
二
十
万
円
以
下
の
人 

�
他
の
人
の
扶
養
親
族
等
に
な
っ
て

い
る
人
で
、所
得
が
な
か
っ
た
人 

 

　
以
上
の
要
件
に
当
て
は
ま
ら

な
い
人
で
、
平
成
十
五
年
一
月

一
日
現
在
、
丸
子
町
に
住
所
が

あ
る
人
は
申
告
の
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

   

�
国
民
年
金
保
険
料
領
収
書
ま

た
は
支
払
証
明
書 

�
所
得
金
額
の
計
算
と
申
告
に

必
要
な
帳
簿
、
書
類 

�
生
命
・
損
害
保
険
保
険
料
領

収
書
ま
た
は
支
払
証
明
書 

�
医
療
費
な
ど
の
領
収
書
ま
た

は
証
明
書 

�
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
、
公

的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票 

�
印
鑑 

�
配
布
さ
れ
て
い
る
「
平
成
十

四
年
分
所
得
の
申
告
に
つ
い

て
（
世
帯
名
簿
）」 

申
告
に
必
要
な
も
の 

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人 

 

必
要
書
類
は
記
入
し
て
か
ら 

１ 受付時間は、各会場とも午前は９時から１１時まで、午後は１時から４時までです。 

２ 旧丸子地区の方は役場で申告してください。申告期間中、特に日を定めませんが、
ご都合のうえなるべく早く申告を済ませてください。（ただし、２月２４日から３月５日
までは除く） 

３ 営業所得・譲渡所得などで税務署から所得税の申告書類が送付されている方は、
それに従って申告してください。 

４ 土地建物等を売却し所得のある方で、税務署から申告日を指定されていない方
のうち町の税務課で相談される方は、役場の申告会場へお出かけください。 

  ※上記日程のとおり２月２４日から３月５日まで、役場の申告受付はできませんので、
恐縮ですが、ご理解ご協力をお願いします。 

◆おねがい◆ 

【問】役場　税務課　町民税係 
　　　　�４２－１０３０　　有線２－４５２２ 

平成14年分所得申告相談日程表 

2月17日 
18日 
19日 
20日 
21日 
24日 
25日 
26日 
27日 
28日 

3月  3日 
4日 
5日 
6日 
7日 
10日 
11日 
12日 
13日 
14日 
17日 

月 
火 
水 
木 
金 
月 
火 
水 
木 
金 
月 
火 
水 
木 
金 
月 
火 
水 
木 
金 
月 
 
 

東　　　内 
西　　　内 
生　　　田 
御　岳　堂 
 

役場での受付は 
ありません 

長　　　瀬 
 
塩　　　川 

月　  日 曜 日 申　告　会　場 対　象　地　区 

丸  子  町  役  場 

丸  子  町  役  場 全　地　区 

全　地　区 

榎 実 の 家  
西内基幹集落センター 
熊 の 森 セ ン タ ー  
熊 の 森 セ ン タ ー  
町 民 セ ン タ ー  
町 民 セ ン タ ー  
塩川コミュニティセンター 
南 方 公 民 館  

（前回のつづき） 

　今日はよし子さんのうたの仲間の上原とら子さん（写真右）が来て、よし

子さんと建樹さんと3人で短歌づくりを楽しんでいました。言葉がうまく伝

えられないので、うたや気持ちを紙に書いて文字で楽しんでいます。 

　芳子さんは昨年10月から丸子町の教育委員として活躍しています。今の

ところ教育委員の仕事が半日の場合が多いので、二人の食事やお茶の準備を

考慮しながら外出します。「教育委員になる前は、家族と夕食のときに介護

の話しばかりしていたけれど、最近は話題が広がりました。教育委員になっ

て介護の時間とうまく使い分けていることが気持ちにメリハリがつけられる

ようになり、前よりストレスを感じなくなった。」と芳子さんはいいます。

また、ショートステイを利用することについては、「ケアマネージャーから

“二人一緒にショートステイを利用してみたら”と勧められました。そんな

こと考えもしなかった。介護保険のサービスはまだ使い始めたばかりだけれ

ど、新しい情報を提供してもらったり、いつでもヘルパーさんに来てもらえ

るというだけでも安心します。」といいます。 

　「一緒に暮らして25年、今に始まったことじゃない。二人の好きな食べ

物を知っているだけでも今のこの生活はそんなに大変なことじゃないと思う。」

芳子さんは介護の生活リズムが出来上がった今はいい状態だといいます。 

この記事は保健福祉課介護係で選考し取材させていただいています。 

（上丸子） 

小林　芳子さん 

    

　
日
常
生
活
に
援
助
を
必
要
と
す

る
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
高

齢
者
の
み
の
世
帯
の
方
を
対
象
に
「
軽

度
生
活
援
助
事
業
」
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
今
年
度
対
象
枠
を
拡
大

し
た
こ
と
に
伴
い
、
多
く
の
方
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
特

に
「
雪
か
き
」
依
頼
は
、
こ
の
冬

雪
が
降
る
日
が
多
く
、
12
月
は
22
件
、

年
末
年
始
に
11
件
依
頼
が
あ
り
ま

し
た
。 

　
作
業
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
委
託
し
て
い
ま
す
。 

介
護
保
険
に
つ
い
て
の 

　
　
　
　
　
　
ご
相
談
、
ご
意
見
は
、 

　
丸
子
町
役
場  

保
健
福
祉
課  

介
護
係
　 

　
　
　
　
　
電
話
　
4
2
―

0
0
1
5
　 

　
　
　
　
　
有
線
　
2
4
5
8
3

　
「
軽
度
生
活
援
助
事
業
」（
雪
か
き
）

　
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点 

 

�
対
象
者
：
一
人
暮
ら
し
等
在
宅
で
援
助
を
必

要
と
す
る
高
齢
者
の
方
。 

�
手
続
き
方
法
：
申
請
書
を
提
出
し
、
登
録
し

て
お
い
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申

請
書
は
保
健
福
祉
課
介
護
係
に
あ
り
ま
す
。 

�
利
用
時
間
：
「
雪
か
き
」
を
利
用
で
き
る
時

間
は
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
で
す
。
　
　
　

（
土
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。
） 

※
「
雪
か
き
」
を
利
用
で
き
る
の
は
家
の
敷

地
内
や
家
に
面
し
た
道
路
の
雪
か
き
で
す
。

依
頼
を
受
け
て
す
ぐ
に
都
合
の
よ
い
時
間

に
行
く
こ
と
が
困
難
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
各
区
で
早
朝
行
う
雪
か
き
は
、
地
域
住

民
の
み
な
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
る
も
の

で
す
の
で
、
お
手
伝
い
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
） 

�
利
用
負
担
：
「
雪
か
き
」
の
負
担
金
は
、
か

か
っ
た
費
用
の
１
割
で
す
。
（
１
時
間
・
１

人
派
遣
／
１
、０
０
０
円
の
場
合
、
自
己
負

担
は
１
０
０
円
）
「
軽
度
生
活
援
助
事
業
」

で
は
、
雪
か
き
以
外
に
草
取
り
や
障
子
張
り

等
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

芳子さんも仲間に入ってうたづくりを楽しみます 

長年の習慣となっているメモをとる建樹さん 

シルバー人材センターの清水袈裟美さん（左）と山本力三さん（右） 



広報まるこ  2003/2

（9） 

広報まるこ  2003/2

（8） 

　
三
角
地
区
の
小
学
生
が
、
昨

年
の
春
か
ら
秋
に
か
け
て
農
業

の
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

主
催
し
た
の
は
三
角
青
少
年
育

成
会
、
依
田
地
区
営
農
活
性
化

委
員
会
、
丸
子
町
農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
。
こ
の
事
業
は
、

三
角
地
区
に
あ
る
遊
休
農
地
を

使
い
、
学
校
週
休
２
日
制
と
な
っ

た
小
学
生
を
対
象
に
、
「
食
」

と
「
農
」
を
学
ぶ
場
所
を
提
供

し
実
現
し
た
も
の
で
、
参
加
し

た
小
学
生
は
15
人
で
す
。
児
童

の
中
に
は
初
め
て
体
験
す
る
子

も
多
く
、
活
性
化
委
員
会
の
皆
さ
ん
に

教
わ
り
な
が
ら
種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で

を
体
験
し
ま
し
た
。
収
穫
さ
れ
た
ジ
ャ

ガ
イ
モ
は
粒
は
小
さ
い
な
が
ら
も
味
が

良
好
で
、
子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び
。
収

穫
さ
れ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
の
農
作
物

は
、
地
元
の
公
民
館
で
試
食
が
行
わ
れ

た
後
、
町
の
給
食
セ
ン
タ
ー
や
依
田
保

育
園
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
し
た

依
田
地
区
営
農
活
性
化
委
員
会
で
は
来

年
度
以
降
も
こ
の
よ
う
な
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

W
A

TC
H

顔 FACE 

中村　文香さん（20歳） 

W
A

TC
H

FACE 

成人式運営委員長 

　今月は、1月13日に行われた丸子町成人式で運営

委員長を務めた中村文香さんを紹介します。このイ

ンタビューはこの成人式が終了した直後に行いました。

成人式を成功させた感想を聞くと「今は無事に終わ

ってホッとしています」 

　丸子町の成人式は企画・運営を成人を迎える若者

が行っています。中村さんは、今年の成人式を振り

返り、「式典の生れてからの20年間を振り返ったス

ライド上映は準備が大変でしたが、思った以上に反

響があってうれしかったです」と話していました。 

　中村さんは現在丸子中央病院の老人保健施設、ケ

アまるこで働きながら介護ヘルパーの資格をとるた

めに勉強しています。 

　最後に、成人になってこれからの目標はと聞くと「今まではたくさんの人に甘えてきたけ

れど、これからは自分自身に責任をもって、仕事だけでなくいろいろな場面で接していきた

いです」と笑顔で話しました。 

秋にはたくさんのジャガイモが収穫されました 

種いもをまく小学生 

白地地域範囲略図 
白地地域範囲 
用途地域指定範囲 

　丸子町では、昭和25年に都市計画区域を決定し、その後4回の区域変更を経て現在に至っています。この
うち用途地域指定のない区域が、今回の見直し対象となる白地地域となっています。 
　現在町では、県の｢6つの基準｣をもとに白地地域における現在の建築物の実状やまちづくりの方針などを
踏まえ、県が見直しを決定するために必要な｢制限値の見直しの素案｣を検討しています。 
　今後、県における素案が出来上がりしだい町民の皆様にお知らせをする予定でおります。 

お問合せ先：都市整備課都市計画係　電話(係直通)42－1034　有線24562

法改正後制限値：選択する数値 

50,80,100,200,300,400％ 

30,40,50,60,70％ 

・道路幅員×1.5 

・道路幅員×1.25 

・31m＋隣地までの距離×2.5 

・20m＋隣地までの距離×1.25 

・高さ10m超, 

・軒高7m超若しくは3階以上 

容積率 

建ぺい率 原則70％ 

道路幅員×1.5

31m＋隣地までの距離×2.5

原則400％ 

法改正前制限値 

高さ制限 

（斜線制限） 

日影制限 
（条例で指定） 

高さ10m超の建築物 
（県内では指定していません） 

道
路 

隣
地 

県の基準 

地域の土地利用の状況
や市町村のまちづくり方
針などに基づく6つの基準 

白地地域における建築物の形態制限値（法：建築基準法） 

　平成12年5月の建築基準法改正により、都市計画区域のうち、
用途地域指定のない区域（白地地域といいます。）における、
建築物の容積率、建ぺい率など（建築物の形態制限といいま
す。）の見直しを、平成16年5月までに県において決定する
こととされました。 
　法改正前の白地地域においては、容積率400％、建ぺい率
70％など、全国一律の制限となっていましたが、今回の改正
では、建築物の形態制限について、地域の土地利用の状況な
どに応じて適用可能な制限値が追加されるとともに、選択できる仕組みとされました。 

�容積率…延べ面積の敷地面積に対する割合 
�建ペイ率…建築面積の敷地面積に対する割合 
�斜線制限…道路幅員や隣地までの距離によって建物の高さを制限し、周囲の日照や採光等を確保するためのもの 

しろ    ぢ 
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　12月24日のクリスマスイブの日に、町内の各園ではクリスマス会

が開催されました。みなみ保育園では、暗くした遊戯室で園児たちが

待っていると、サンタクロースが登場して大喜び。「サンタクロース

はどこに住んでいるんですか？」、「サンタクロースは何語を話すの

ですか？」といった質問が寄せられていました。その後、園児たちはサ

ンタクロ－スを歓迎して見事なハンドベルの演奏を披露。お返しに、

サンタクロースからプレゼントをもらって喜んでいました。 

　クリスマス会の終了後にはクリスマスの特別メニューの給食が園

児たちに振る舞われました。 

　1月12日、丸子町消防出初め式が盛大かつ厳粛に

挙行されました。寒さが厳しい中、丸子中央小学校

から式典の行われたセレスホールまで消防団員によ

り分列行進が行われ、消防団員が堂々と行進する姿

を街頭の人々も頼もしそうに見送っていました。式

典では、ラッパ吹奏の模範演技をはじめ、消防音楽

隊の演奏、消防功労者の表彰が行われました。なお、

今回表彰されたのは以下の方々です。 

サンタと歌おう 

　1月1日、丸子町営総合体育館と丸子北小学校グラウン

ドを会場に第29回元旦マラソンが開催されました。今年

は大晦日から降り始めた雪が道に積っている状況で、丸

子町体育協会の方々や職員が朝からコースを除雪して開

催に望みましたが、スタート時刻には見事なまでの晴天

に恵まれました。この日の参加者は両会場あわせて102名。

上は76歳の方から下は3歳の子どもまで、冬の寒さに負

けずに完走していました。そして完走した参加者はみな

笑顔で完走賞をもらいました。 

新年を祝い完走 

池内清之助さんが農民美術で卓越技能章を受賞 
　長瀬にお住まいの農民美術の池内清之助さんが、昨年

秋に優れた技術を持つ名匠に送られる長野県の卓越技能

章を受賞されました。 

　池内さんは現在73歳。昭和21年からこの農民美術の

道に入り、以後56年間農民美術一筋で働いてこられまし

た。池内さんはこれまでにも農林大臣賞や日本経済新聞

社賞といった数多くの賞を受賞し、平成10年には文化功

労の分野で町から表彰されました。 

　池内さんの作品は、小さなアクセサリーから大きな壁

掛けのような作品まで幅広くありますが、とくに木の内

側をくりぬいてまるで、浮き出ているように見せる「透

かし彫り」と呼ばれる技術に卓越しており、今回の受賞

もその技能が高く評価されました。 

　日ごろから、作品を作成するために資料集めや勉強を

欠かさないという池内さん。こういった日ごろの努力の

積み重ねと、人と同じ物でなくいろいろな工夫をして作

品を作り出すことが大切だそうです。 

　最後に、これからの目標はという問いに、「これから

もできる限り皆さんに愛される作品を作っていきたいで

す。」と笑顔で話していました。 

～第29回元旦マラソン～ 

～町内各園でクリスマス会～ 

池内さんの作品の数々 

数多くの工程をへて作品ができる 

消
防
功
労
表
彰 

（
敬
称
略
） 

＊
カ
ッ
コ
内
は
所
属
分
団 

　
　
第
一
＝
西
内 

　
　
第
二
＝
東
内 

　
　
第
三
＝
丸
子 

　
　
第
四
＝
依
田 

　
　
第
五
＝
長
瀬 

　
　
第
六
＝
塩
川 

  

県
消
防
協
会 

《
優
秀
章
》 

丸
子
町
消
防
団 

 

《
無
火
災
章
》 

丸
子
町
消
防
団
（
６
ヶ
月
） 

 

《
功
績
章
》
　
　
　
　 

齋
藤
　
一
生
（
第
一
） 

 

《
功
労
章
》
　
６
人 

大
野
　
英
雄
（
第
三
） 

川
井
　
正
明
（
第
五
） 

竹
花
　
文
博
（
第
一
） 

春
原
　
武
彦
（
第
四
） 

山
岸
　
誠
司
（
第
五
） 

岩
木
　
孝
男（
副
ラッパ
長
） 

 

《
努
力
章
》
　
４
人 

池
内
　
克
美
（
第
一
） 

我
山
　
克
己
（
第
一
） 

柳
沢
　
孝
彦
（
第
三
） 

前
所
　
幸
喜
（
第
四
） 

 

《
精
績
章
》
　
７
人 

小
林
誠
一
郎
（
第
二
） 

小
平
　
　
毅
（
第
二
） 

岡
崎
　
勝
司
（
第
二
） 

掛
川
　
正
幸
（
第
三
） 

山
岸
　
一
幸
（
第
五
） 

藤
森
　
哲
志
（
第
六
） 

上
野
　
和
憲
（
第
六
） 

 

《
技
術
章
》
　
５
人 

今
井
　
敏
広
（
ラ
ッ
パ
長
） 

柳
沢
　
勇
二
（
第
三
） 

小
林
　
克
之
（
第
三
） 

山
浦
　
直
人
（
第
三
） 

池
内
　
　
功
（
第
五
） 

 

《
精
勤
章
》
　
28
人 

生
田
　
淳
一
（
第
一
） 

桜
井
　
敬
一
（
第
一
） 

春
原
　
政
幸
（
第
一
） 

齋
藤
　
洋
一
（
第
一
） 

木
内
　
裕
邦
（
第
二
） 

山
本
　
正
樹
（
第
二
） 

竹
鼻
　
聖
一
（
第
二
） 

木
内
寿
美
彦
（
第
二
） 

長
張
　
寿
彦
（
第
三
） 

竹
花
　
純
一
（
第
三
） 

柳
沢
　
勇
二
（
第
三
） 

中
沢
　
民
也
（
第
三
） 

内
田
　
直
樹
（
第
三
） 

鈴
木
　
慎
二
（
第
四
） 

飯
島
　
照
幸
（
第
四
） 

大
塚
　
一
義
（
第
四
） 

内
堀
　
武
夫
（
第
四
） 

一
本
槍
淳
吉
（
第
四
） 

小
相
沢
　
稔
（
第
五
） 

村
松
　
裕
充
（
第
五
） 

白
井
　
昌
広
（
第
五
） 

小
松
　
俊
明
（
第
六
） 

下
村
　
善
之
（
第
六
） 

永
井
　
　
隆
（
第
六
） 

辻
谷
　
智
明
（
第
六
） 

甲
田
　
敏
和
（
第
六
） 

鷹
野
　
良
彦
（
第
六
） 

田
中
　
俊
彦
（
音
楽
隊
） 

 

上
小
消
防
協
会 

《
功
績
章
》
　 

草
間
　
達
哉
（
第
二
） 

清
水
　
晴
雄
（
第
四
） 

金
子
　
和
夫
（
第
六
） 

佐
藤
　
久
男
（
第
二
） 

丸
山
　
和
夫
（
第
三
） 

堀
内
　
尚
彦
（
第
六
） 

今
井
　
敏
広
（
ラ
ッパ
長
） 

 

《
功
労
章
》 

齋
藤
　
賢
彦
（
第
一
） 

池
内
　
英
徳
（
第
一
） 

清
水
　
達
弘
（
第
一
） 

中
村
　
映
雄
（
第
二
） 

山
本
　
幸
一
（
第
二
） 

青
木
　
善
行
（
第
二
） 

浅
倉
　
治
義
（
第
三
） 

清
水
　
良
一
（
第
三
） 

小
林
　
克
之
（
第
三
） 

桑
島
　
弘
幸
（
第
三
） 

上
原
　
　
稔
（
第
三
） 

清
水
　
新
二
（
第
四
） 

清
水
　
達
也
（
第
四
） 

政
塚
　
　
薫
（
第
四
） 

滝
沢
　
康
幸
（
第
四
） 

倉
沢
　
一
彦
（
第
五
） 

春
原
　
幸
広
（
第
五
） 

春
原
　
　
茂
（
第
五
） 

小
松
　
弘
俊
（
第
六
） 

高
木
　
俊
文
（
第
六
） 

清
水
　
清
二
（
第
六
） 

高
木
　
義
隆
（
第
六
） 

武
重
　
　
功
（
音
楽
隊
） 

 

丸
子
町 

《
功
労
章
》 

齋
藤
　
賢
彦
（
第
一
） 

龍
野
　
　
勇
（
第
一
） 

滝
沢
　
拓
也
（
第
一
） 

小
平
　
克
博
（
第
一
） 

生
島
　
俊
彦
（
第
二
） 

田
村
　
直
久
（
第
二
） 

翠
川
　
　
博
（
第
二
） 

久
田
　
哲
哉
（
第
三
） 

高
野
　
計
典
（
第
三
） 

桑
島
　
弘
幸
（
第
三
） 

上
原
　
　
稔
（
第
三
） 

依
田
　
英
明
（
第
三
） 

土
肥
　
浩
明
（
第
四
） 

池
野
　
恒
男
（
第
四
） 

志
津
田
正
明
（
第
四
） 

内
堀
　
寿
明
（
第
四
） 

宮
下
　
　
巌
（
第
四
） 

滝
沢
　
英
樹
（
第
四
） 

倉
沢
　
一
彦
（
第
五
） 

大
井
　
芳
教
（
第
五
） 

西
嶋
　
裕
樹
（
第
五
） 

佐
藤
　
丈
晴
（
第
五
） 

池
田
　
典
隆
（
第
五
） 

北
沢
　
清
和
（
第
六
） 

横
山
　
勝
也
（
第
六
） 

齋
藤
　
　
篤
（
第
六
） 

関
　
　
文
敏
（
第
六
） 

矢
島
　
幸
信
（
第
六
） 

花
岡
　
　
寿
（
第
六
） 

田
中
　
俊
彦
（
音
楽
隊
） 

【問】丸子消防署　�42-0119　有線24951
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問
】丸
子
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
43
―
２
１
３
１
　
有
線 

２
４
８
１
１ 

長野計器株式会社が 
南原工業団地の第2期分譲分を購入 

　12月16日、丸子町役場町長室で、長野計器株
式会社と丸子町との南原工業団地第2期分譲分
の売買契約の調印がなされました。今回の契約は
丸子町と丸子町土地開発公社が所有していた土
地で、第一工区が約1万2000�で2億8550万円、
第2工区が約9800�で1億6950万円です。この契
約で南原工業団地は完売となります。この日は、
長野計器株式会社の宮下社長が町長室を訪れ、
堀内町長と会談。宮下社長は「丸子町のために
貢献できることをうれしく思う」と話しました。 

乳 幼 児 健 康 診 査 
�受付時間：午後1：00～1：15 
�ところ：保健センター 
�持ち物：母子健康手帳・赤ちゃん手帳の「おたずね」 

健　診 と　き 対　象　者 
4 カ 月 児  
1 0 カ 月児  
1才6カ月児 
2才児歯科 
3 才 児  

2月7日（金） 
2月28日（金） 
2月14日（金） 
2月13日（木） 
2月21日（金） 

平成14年9月6日～10月5日生 
平成14年4月生 
平成13年8月生 
平成13年1月生 
平成12年1月生 

実施日 時　間 場　所 
2月24日（月） 受付：午前10：00～10：30 保健センター 

子育てランドと育児相談 
＊保健師・栄養士による育児相談コーナーと自由に遊べる部屋のコーナー 
�持ち物：相談の方は母子健康手帳をお持ちください 

【問】　保健センター　�42-1117　有線2-4483

  1日 元旦マラソン 
  6日 仕事始め 
10日 新年祝賀式 
11日 柔剣道教室鏡びらき 
12日 消防団出初め式 
13日 成人式 

  3日 節分 
  7日 北方領土の日 
11日 建国記念の日 
17日 所得税確定申告開始 
20日 旅券の日 

2月は 北方領土返還運動全国強調月間 
 薬物乱用事犯取締強化月間 
 省エネルギー月間 

役場･･･････････････････� 42-3100 
　･･･････････････････FAX 43-3666 
教育委員会  学校教育課･･� 42-1044 
　　　　　  社会教育課･･� 42-3147 
　･･･････････････････FAX 42-3148 
 丸子町文化会館･････････� 42-0001 
 総合体育館･････････････� 43-2250 
　･･･････････････････FAX 43-0616 
 金子図書館･････････････� 42-2414 
　･･･････････････････FAX  42-2414 
 クリーンセンター･･･････� 43-2131 
 衛生センター･･･････････� 42-6789 
 給食センター･･･････････� 42-2892 
 解放センター･･･････････� 42-6694 
 町民センター･･･････････� 42-5122 
 郷土博物館･････････････� 42-2158

軽自動車の名義変更・廃車等の手続きはお済みですか？ 

　軽自動車税は、3月末日までに手続きをしない場合には、1年分の軽自動車税が課
税されます（4月1日現在で所有している方に課税になります）。 
　今年度の名義変更・廃車手続きの締切日は、平成15年3月25日（火）ですのでお早
めに手続きをしてください。 
　また、手続きの際には「使用者・所有者」（車検証に記載されています）の、印鑑が
必要になりますので、ご注意ください。 
●ご不明の点は、下記へお問い合わせください。 
　小県郡丸子町大字上丸子224番地3　丸子警察署内 
　長野県自家用自動車協会依田窪支部　電話（直通）42－2758

家屋を取り壊した際には届け出を 

　家屋を取り壊した場合は、忘れずに届出を行ってください。固定資産税は、毎年1
月1日に所在する家屋に課税されます。このため、取り壊した年は課税になりますが、
翌年からは課税されなくなります。届出用紙は税務課にあります。届け出により職員
が確認に伺います。 
【問】役場　税務課　資産税係　�42-1029　有線24523

知っていますか？「自家用自動車協会」 

○主な業務内容 
　1  自動車・自動二輪車（「長野～」または「１長野～」ナンバーのもの）の名義変

更・廃車手続き等の代行業務 
　2  「車庫証明書」の代行業務 
　3  自動車保管場所の現地調査（車庫調査） 
　4  別納カード業務・ハイウェイカード販売等 
　5 交通安全運動業務等 
【問】長野県自家用自動車協会依田窪支部（丸子警察署内）　�（直通）42-2758

町職員の人事異動 

　1月1日付で丸子町役場職員の人事異動がありました。 
課長級 
　　【陽寿荘施設長】　清水健一郎　【徳寿荘施設長】　吉池　利晴 
　　【学校教育課長】　清水　宣久 
係長級 
　　【上田市派遣】　池内　信彦　【塩川保育園長兼ねてちぐさ幼稚園長】　山崎　暁美 
係　員 
　　【上田市派遣】　小山　厚志　【上田市派遣】　清水　淳子 
H14.12月31日付退職　 深井　武文　　桜井千枝子 

　毎月15日、町長との対話サロンを行っています。 
町政に対する提言やご要望など、お気軽にお話し
ください。（サロン：談話室） 
【申込・問】役場企画課 情報係　TEL42-1011 有線2-4882

●～●～●～町長との対話サロン～●～●～● 

毎週月曜日放映中 
6：30・8：30・11：30・18：30・21：30 

丸子テレビ放送（1ch） 
2月の内容［ごぞんじですか？ごみの現状を！］（2月10日～） 

『丸子町行政情報番組』 

行政の 
　ページ 

町政の動きを町政の動きを 
　　　お知らせします。　　　お知らせします。 
町政の動きを 
　　　お知らせします。 

一円玉募金のお礼 

　丸子町赤十字奉仕団、丸子町連合婦人会で行いました「一円玉募金」には多く
の方々からご協力をいただきありがとうございました。 
　総額は550，491円になりました。この募金は次のとおり、各施設で活用させていた
だきました。 
　徳寿荘　40，000円　　　　陽寿荘　40,000円　　　敬老園　40,000円 
　山の子学園　40,000円　　とんぼハウス　40,000円 
　残金につきましては募金目的に従い、活用する予定です。 
　昨年度の残金につきましては、丸子町福祉協議会へ電動ベット・車椅子を寄付い
たしました。 
【問】丸子町社会福祉協議会　�42-0033　有線24821

【お詫びと訂正】 
　１月号のあたたかい心の欄に誤りがありました。 
　正しくは「丸子町女性団体連絡協議会　様　65,000円」です。　お詫びして、訂正いたします。 

実施日 対　象　者 場　所 
2月25日（火） 平成14年7月・8月生 保健センター 

7ヵ月 児 相 談 
�受付時間：午前10：00～10：30 
�持ち物：母子健康手帳・赤ちゃん手帳「おたずね」 

献血の予定 

 
実施日 

会　　　場 

2月12日（水） 
2月18日（火） 
2月28日（金） 

三洋精密（株） 
シナノケンシ（株）本社 
丸子町役場（9：30～11：30） 

三洋精密（株） 
シナノケンシ（株）本社 

午前（10：00～12：00） 午後（1：00～3：00） 

育児セミナー 
�事前に申込みが必要 

教室名 と　き 対　象　者 

かるがも教室 

ひ よ こ 教 室  

わんぱく教室 

� 2月15日（土） 
� 3月 6日（木） 
� 2月17日（月） 
� 2月24日（月） 
� 2月26日（水） 
� 3月 5日（水） 

これから赤ちゃんを迎える夫婦 

4～7ヵ月くらいの親子 

1歳半～2歳くらいの親子 

予　防　接　種（個別）  
�持ち物：母子健康手帳・予診票・印鑑 

※詳しくは広報お知らせ版 2月1日号 

種　類 実施日 対　象　者 
麻 し ん  個 別  2月1日～2月28日 平成13年7月～12月生 

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
や
チ
ャ
ッ
カ
マ
ン
は
？ 

ガ
ス
を
全
部
使
い
切
っ
て
金
物
類
と
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

ア
ル
ミ
ホ
イ
ル（
ア
ル
ミ
箔
）は
？ 

汚
れ
を
取
っ
て
金
物
類
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

懐
中
電
灯
は
？ 

電
池
は
抜
い
て
乾
電
池
の
収
集
日
に
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
、懐
中
電
灯
本
体
は
金
物
類
と
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。 
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丸
子
町
水
道
料
の
現
状 

　
水
道
料
金
は
全
国
千
九
百
六
十
四
事
業
体（
注

１
）そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
料
金
設
定
が
さ
れ
、一ヵ

月
当
り
二
〇
�
使
用
し
た
場
合
の
家
事
用
料
金

で
比
較
す
る
と
、全
国
で
五
千
四
百
九
十
円（
８
・

８
）倍
、県
内
で
三
千
八
百
七
十
五
円（
３
・
６
倍
）

も
の
差
が
あ
り
ま
す
。丸
子
町
の
順
位
は
県
内
の

ほ
ぼ
中
位
、長
野
県
は
全
国
の
ほ
ぼ
中
位
で
す
か

ら
、全
国
的
に
も
ほ
ぼ
中
位
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。 

　
こ
の
差
は
水
源
や
水
質
、配
水
地
域
の
広
狭
や

地
形
、給
水
人
口
の
多
少
や
経
営
状
況
な
ど
が
複

雑
に
か
ら
ん
で
生
じ
て
い
ま
す
。 

　
一
般
的
に
二
十
四
時
間
体
制
で
水
の
浄
化
、管

理
を
行
う
浄
水
場
の
有
無
も
給
水
原
価
の
高
低

に
占
め
る
割
合
が
大
き
い
も
の
で
す
が
、（
注
２
）浄

水
場
を
持
た
な
い
四
賀
・
真
田
・
立
科
・
東
部
が
上

位
に
あ
る
の
は
、そ
れ
ら
の
理
由
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。 

　
丸
子
町
の
水
道
は
、安
全
で
安
定
し
た
水
の
供

給
に
努
め
る
一
方
、よ
り
安
価
に
供
給
す
る
た
め
の

経
営
努
力
に
も
最
大
の
力
を
注
い
で
い
ま
す
。 

　（
注
１
）平
成
十
四
年
四
月
一
日
現
在
営
業
中
の

水
道
事
業
体
数
。簡
易
水
道
や
専
門
水
道
な
ど

を
除
く
。 

　（
注
２
）地
下
水
や
沢
水
な
ど
を
水
源
と
す
る

水
道
で
は
、浄
水
場
を
も
た
ず
、塩
素
消
毒
の
み
で

水
処
理
を
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

1 
2 
16 
21 
22 
27 
50 
60

5,355 
4,650 
3,545 
3,345 
3,318 
3,170 
2,478 
1,480 
3,143 
3,525 
3,415 
2,726 
2,620

四 賀 村  
真 田 町  
立 科 町  
東 部 町  
丸 子 町  
長 野 県  
上 田 市  
高 山 村  
平 均  
長 門 町  
青 木 村  
武 石 村  
和 田 村  

上
水
道（
60
事
業
体
） 

簡
易
水
道 

区分 順位 事　業　体 料　金 

県内順位 （円） 

1 
22 
47

4,309 
3,144 
1,730 
3,114

宮 城 県  
長 野 県  
山 梨 県  
平 均  

順位 事　業　体 料　金 

県の順位 （円） 

最高 
最低 

南郷町（宮城県） 
河口湖南水道企業団（山梨県） 

6,190 
700

全国最高最低 （円） 

家庭用水道料金比較表 
（口径13�、20�使用の場合、1ヵ月換算）（H.14.4.1現在数値） 

お問い合わせは　生活課　国保年金係　�42-1053　有線2-4493

�
警
察
と
裁
判
所
と  

　
ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
は
昨
年
11
月
、「
市
」

と
州
の
次
の
行
政
区
画「
郡
」と
を
合
わ
せ

持
っ
た「
市
郡
」と
な
っ
た
た
め
、行
政
機
関

の
中
に
な
ん
と
警
察
と
裁
判
所
と
拘
置
所

を
持
ち
、こ
れ
ら
施
設
で
も
I
T
機
器
が
駆

使
さ
れ
て
い
ま
す
。警
察
で
は
、市
民
か
ら
の

通
報
は
す
べ
て
中
央
司
令
室
に
つ
な
が
り
、

電
話
を
受
け
な
が
ら
通
報
の
内
容
と
パ
ト
カ

ー
へ
の
指
令
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
し
て
い

き
ま
す
。パ
ト
カ
ー
１
台
１
台
に
も
す
べ
て
ノ

ー
ト
パ
ソ
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、司
令
室

か
ら
の
指
令
や
情
報
が
無
線
通
信
に
よ
り
パ

ソ
コ
ン
画
面
上
で
確
認
で
き
ま
す
。情
報
が

す
べ
て
音
声
と
文
字
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る

の
で
、正
確
で
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
そ
う

で
す
。近
隣
警
察
署
と
の
情
報
協
力
も
瞬
時

に
行
え
る
そ
う
で
す
。ま
た
、各
パ
ト
カ
ー
の
パ

ソ
コ
ン
か
ら
い
つ
で
も
中
央
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
ア

ク
セ
ス
で
き
、例
え
ば
車
の
ナ
ン
バ
ー
か
ら
所

有
者
や
車
種
等
の
情
報
を
引
き
だ
し
た
り
、

事
件
現
場
を
画
面
の
地
図
上
で
確
認
し
た

り
と
、業
務
に
大
変
役
立
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

裁
判
所
で
は
、通
信
回
線
を
有
効
に
利
用
し
、

法
廷
で
画
面
上
で
の
証
言
が
で
き
る
の
で
、遠

隔
地
に
い
る
証
人
か
ら
の
証
言
を
求
め
た
り
、

警
察
署
内
か
ら
目
撃
者
が
証
言
で
き
た
り
、

容
疑
者
が
拘
置
所
内
か
ら
供
述
し
た
り
と
、

業
務
の
効
率
化
、法
廷
内
の
安
全
化
を
も
た

ら
し
て
い
る
そ
う
で
す
。ま
た
、こ
の
裁
判
所

で
は
裁
判
に
関
わ
る
資
料
を
デ
ー
タ
と
し
て

処
理
・
保
存
し
、徹
底
し
た
紙
の
削
減
を
し
て

い
る
そ
う
で
す
。 

高額療養費に該当される方には、診察月の3ヵ月後、通知をしておりま
す。初めて該当者になったときのみ一度だけ申請の手続きが必要です。
以降高額療養費の該当者となっても申請手続きは不要で、初回の申請
口座への支給となります。 

（例）1月診療分が高額となったとき、国保年金係から４月に通知、申請、
確認後、口座へ振り込み入金となります。 

　同じ人が同じ月内に、同一の医療機関に支払った自己負担額が高額になった場合は、申請をして認め
られると、自己負担限度額を超えた分は高額療養費として支給されます。また、同じ世帯で高額の自己
負担が複数あった場合には、合算します。 

パトカーの中に設置されたパソコン 

警察署の指令室 

●国保に加入している方の自己負担限度額はこうなりました 

●老人保健で医療を受けている方の場合は？ 

70歳以上の方の自己負担限度額 

一定以上所得者 ※1 
一　　　　　般 
住民税非課税� ※2 
住民税非課税� ※3

40,200円 
12,000円 

8,000円 

72,300円＋（かかった医療費－361,500円）×1％［40,200円］ ※4 
40,200円 
24,600円 
15,000円 

区　　　分 個人単位（外来のみ） 世帯単位（入院＋外来） 

※1  70歳以上の方が一人の世帯の場合：年収450万円以上　70歳以上の方および老人保健対象者が二人以上の世帯の場合：年収637万円以上 
※2  世帯主および世帯員全員が住民税非課税の方 
※3  住民税非課税の世帯で、世帯員の所得が一定基準に満たない方 
※4  ［　　］内の金額は、年4回以上高額医療費等を受けた場合の4回目以降の患者負担限度額です。 
※  人工透析を行っている慢性腎不全、血友病等の患者負担限度額は10,000円となります。 

70歳未満の方の自己負担限度額 

139,800円＋（かかった医療費－699,000円）×1％［77,700円］ ※3 
  72,300円＋（かかった医療費－361,500円）×1％［40,200円］ ※3 

35,400円［24,600円］ ※3

上 位 所 得 者 ※1 
一　　　　　般 
住民税非課税 ※2

区　　　分 自己負担限度額 

※1  同一世帯のすべての国保被保険者の基礎控除後の所得の合計額が670万円を超える方 
※2  世帯主および世帯全員が住民税非課税の方。 
※3  ［　　］内の金額は、年4回以上高額医療費等を受けた場合の4回目以降の患者負担限度額です。 
※  人工透析を行っている慢性腎不全、血友病等の患者負担限度額は10,000円となります。 
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※このコーナーへの
　ご意見ご感想をお
　待ちしています。 

【宛て先】 
〒386-0404 
丸子町上丸子1488 
丸子町教育委員会 
　TEL 42-3147 
　FAX 42-3148

� 

〜
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
〜 

新
た
な
産
業
お
こ
し
と
地
域
の 

　
　 

振
興
を
め
ざ
し
て 

（
商
工
観
光
課
） 

 
　
丸
子
町
は
、
製
糸
の
町
と
し
て
発
展
し
て

き
ま
し
た
が
、
近
年
、
産
業
構
造
の
転
換
が

進
む
中
、
地
域
経
済
の
後
退
と
地
域
産
業
の

空
洞
化
の
懸
念
が
現
実
の
も
の
と
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。 

　
地
域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
伝
統

に
裏
打
ち
さ
れ
た
技
術
を
新
し
い
分
野
に
展

開
し
、
地
域
か
ら
発
信
し
て
い
け
る
産
業
の

育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
技
術

向
上
支
援
な
ど
引
き
続
き
行
っ
て
既
存
企
業

を
育
成
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

　
当
町
の
商
業
は
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

や
モ
ー
タ
リ
ー
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
を
受
け

た
消
費
動
向
の
広
域
化
に
よ
っ
て
、
商
業
活

動
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
で
、
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
を
進
め
、
活

性
化
を
図
る
た
め
、
今
年
度｢

賑
わ
い
創
出

事
業｣

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
今
後
、

個
人
商
店
の
意
識
改
革
と
経
営
努
力
も
期
待

し
な
が
ら
活
性
化
の
対
策
が
必
要
な
状
況
で

あ
り
ま
す
。 

　
観
光
面
で
は
丸
子
温
泉
郷
は
、
国
民
保
養

温
泉
地
と
し
て
地
道
な
営
業
を
継
続
し
て
き

た
結
果
、
い
わ
ゆ
る
歓
楽
的
な
温
泉
地
ほ
ど

の
落
ち
込
み
の
影
響
は
こ
う
む
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
後
よ
り
個
性
あ
る
温
泉
地
へ
の

一
歩
と
し
て
、
誰
で
も
が
利
用
し
や
す
い
温

泉
地
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

　
雇
用
面
で
は
、
第
３
次
産
業
就
労
者
の
急

増
、
女
性
の
職
場
進
出
、
不
安
定
雇
用
形
態

の
懸
念
さ
れ
る
労
働
者
の
増
大
な
ど
が
み
ら

れ
、
長
期
雇
用
の
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
に
く
い

労
働
者
の
雇
用
の
改
善
が
必
要
で
す
。
町
独

自
の
雇
用
関
係
施
策
と
し
て
は
、
法
定
雇
用

率
対
象
外
事
業
所
の
心
身
障
害
者
雇
用
に
対

す
る
交
付
金
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
他

具
体
的
な
施
策
は
国･

県
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
実
施
し
て
い
き
ま
す
。 

　
就
労
推
進
の
重
要
性
は
人
間
が
生
き
て
い

く
た
め
の
基
本
的
条
件
で
も
あ
り
、
成
人
の

生
活
権
保
証
と
し
て
位
置
づ
け
、
国･

県･

職

業
安
定
機
関
や
企
業
関
係
機
関
と
の
連
携
の

下
に
よ
り
安
定
し
た
就
労
が
で
き
る
よ
う
施

策
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
た
子

育
て
支
援
や
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
可
能
に

す
る
環
境
の
醸
成
な
ど
の
施
策
も
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。 

 

【
問
】
社
会
教
育
課
　
人
権
教
育
係
　
�
42
―
６
６
８
２
　
有
線
２
４
８
０
２ 

　
昨
年
12
月
6
日
行
わ
れ
た
人
権
の
集
い
に
お
け
る
、
落
合
恵
子

さ
ん
の
「
い
ま
人
権
か
ら
…
い
の
ち
の
感
受
性
」
と
題
す
る
講
演

は
集
ま
っ
た
300
人
の
聴
衆
に
多
く
の
感
動
を
与
え
ま
し
た
。 

 

寄
せ
ら
れ
た
感
想
の
一
、
二
を
紹
介
し
ま
す
。 

　「
私
ど
も
の
人
権
感
覚
は
甘
い
と
思
い
ま
し
た
。
も
っ
と
も
っ

と
日
常
の
く
ら
し
の
中
で
実
践
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。」 

　「
自
分
一
人
で
も
い
い
か
ら
、
少
し
ず
つ
で
も
差
別
意
識
を
取

り
除
い
て
い
く
こ
と
」 

　「
祈
り
を
込
め
て
活
動
し
て
い
く
。
人
権
は
日
々
の
テ
ー
マ
。

生
き
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
世
の
中
に
し
た
い
。」 

　「
語
り
口
調
で
、
人
権
感
覚
が
体
全
体
に
ジ
ー
ン
と
し
み
込
み
、

ひ
き
し
ま
る
思
い
で
し
た
。」 

　「『
こ
こ
に
あ
な
た
の
友
人
が
い
る
。
こ
こ
に
あ
な
た
の
仲
間
が

い
る
。』
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
。
人
生
こ
ん
な
状
況
で
暮
ら
せ
た
ら

幸
せ
だ
。」 

　
ま
た
同
時
に
行
わ
れ
た
人
権
啓
発
作
品
の
紹
介
に
つ
い
て
は
「
小

中
学
生
、
高
校
生
な
ど
の
ポ
ス
タ
ー
、

標
語
、
作
文
を
見
た
り
、
聞
か
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
内
容
の
深

さ
に
理
解
力
を
感
じ
安
心
し
ま
し

た
。」「
子
ど
も
た
ち
の
素
直
な
感

情
が
ど
の
作
品
に
も
見
ら
れ
感
動

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
感
性
を

持
ち
つ
づ
け
て
く
れ
れ
ば
、
偏
見

や
差
別
が
き
っ
と
な
く
な
る
だ
ろ

う
と
期
待
が
持
て
ま
す
。」「
子
ど

も
た
ち
の
意
識
に
未
来
が
楽
し
み

に
な
り
ま
し
た
。」
な
ど
好
意
的

な
感
想
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。 

　
女
性
行
動
計
画
推
進
委
員
会
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
丸
子

町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
委
員
と
し
て
下

記
の
15
名
の
方
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
任
期
は
２
年
間
で
す
。 

　
丸
子
町
男
女
共
同
参
画
の
推
進
を
柱
に
、
男
女
共
同
参
画

計
画
の
策
定
、
ま
た
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
研
究
等
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　去る12月、交流を図ろうという委員の呼びかけで五平餅づくりが行われました。当

日は、会場の丸子町解放センターに委員有志をはじめ町内企業の外国人研修生の方も

参加しての五平餅づくりが行われました。 

◆男女共同参画計画策定について◆ 

中丸子　清水　幾子 

　丸子町は、男女共同参画計画を策定中です。 
　｢男女共同参画計画｣は、男女共同参画社会実現のために目指すべき理念と方向性を明らかにし、その
実現に向けた具体的施策とその展開方法を示すものです。 
　現在、丸子町男女共同参画推進委員会を中心に、役場内では、庁内連絡会議を設け検討中で、今年3月
までに策定する予定です｡ 

関　みどり 

田中　晃子 

中村　　貢 

成沢　　剛 

塚原　正典 

清水　幾子 

武井　昌子 

平川　泰通 

北村　好美 

横山　佳栄 

土屋　猶子 

鈴木美枝子 

斎藤　繁子 

上沢　忠人 

小林由美子 

氏　　　　名 住　　　　所 

委 員 長  

副委員長 

 

委　　員 

生　田 

塩　川 

生　田 

上丸子 

上丸子 

中丸子 

上丸子 

上丸子（在勤） 

塩　川 

塩　川 

上丸子 

中丸子 

西　内 

中丸子 

上丸子（在勤） 

　老若男女、一緒になっての料理づくりはどんなものかと、委員会の中で「五平餅」づくりをして
みました。 
　材料、道具を持ち寄り特別役割を決めずにやりましたが、今まで以上に心が通い合った気がしま
す。学習会を行うにあたり、人集めの一つの方法として考えてもらえたらありがたいと思います。 
　ところで、中国から町内の企業に来ている男女数名の研修生も参加し、中国料理の腕前を披露し
てくれました。 
　一緒に下準備の後、中華鍋を手にしたのは若い男性です。あっ
というまに麻婆豆腐（マーボードウフ）、青椒肉絲（チンジャ
オロースー）、ホイコーロー等作り上げ、味も上々で驚きま
した。中国女性に聞いてみると、研修生の中では未婚の女性
よりは、既婚の男性の方が料理は上手だとのこと。彼らに料
理を教えたのは誰なのでしょうか。 
　父親？･･･母親？･･･。聞くのを忘れてしまいましたが。 

昨年「町制施行90周年記念事業」の一貫として行われ 
「げんきまるこ・産業フェア」 

落合恵子さんの講演会 
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★固定資産税　4期（2月28日） 
★国保税　9期（2月28日） 
★下水道受益者負担金　4期（2月28日） 
★介護保険料　6期（2月28日） 
 
 
 
★年金相談 
　2月20日（木）10：00～12：00　13：00～15：00 
★8のつく日、心配ごと・行政・結婚相談 
2月8日（土）　18日（火）　28日（金）  9：00～12：00 
丸子ふれあいステーション3階　�42－0033　有線24821 

★巡回ハローワーク 
　2月21日（金）　�23－8609 
★交通事故でお困りの方 
交通事故相談室　上田支部　�23－1260　内線2417 

★悪徳商法に対する苦情相談 
　上田消費生活センター　�27－8517 
★子どもの相談窓口 
　丸子町教育委員会　�42－3147 
★女性のための法律相談 
　�026－232－2104 
★育児や介護を支援するフレーフレー・テレフォン 
　�026－232－2020 
★ふれあい相談室 
　�026－233－9110 
★女性被害犯罪ダイヤルサポート110 
　�026－234－8110 
★ヤングテレフォン 
　�026－232－4970
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納税は便利は口座振替を 

12月 
届出分 
（敬称略） 

 

問 問 

第
三
十
九
回 

川
柳
の
部    

臣
川 

南
月 

選 
《 

秀
　
逸
》 

柏
手
に  

気
合
を
入
れ
た  

喜
寿
の
春 

上
田
市 

今
尾
志
津
子 

  
生
き
生
き
と  

老
い
に
負
け
な
い  

眼
の
光 

上
田
市 

小
林
郁
二
郎 

  
初
恋
の  

消
え
ぬ
面
影  

手
繰
り
寄
せ 

生
　
田 

伊
藤
　
義
之 

  

長
寿
食  
テ
レ
ビ
の
知
恵
を  

二
つ
三
つ 

上
田
市 

西
沢
の
り
子 

信州国際音楽村　�42-3436　有線22872 鹿教湯温泉観光協会　�44-2331

�東内・西内コース 
　2/4（火）　2/18（火）　3/4（火） 

�腰越・依田コース 
　2/6（木）　2/20（木）　3/6（木） 

�中丸子・下丸子・長瀬コース 
　2/14（金）   2/25（火）   3/11（火） 

�塩川・藤原田コース 
　2/13（木）   2/27（木）   3/13（木） 

�東内保育園・陽寿荘・三才山病院 
　2/12（水）   2/26（水）   3/12（水） 

～～～ 

今月の一冊 

40周年（480回）記念合同歌集 
 依田川　第五集 

発行／丸子町短歌の会 

〈新刊本の紹介〉 

本館 
クジラ・ウォッチングガイドブック 水口　博也 ＴＢＳブリタニカ 
一日一食断食減量道 加藤寛一郎 講　談　社  
１０００ブリキのおもちゃコレクション 北原　照久 タッシェン・ジャパン
ほめる！知恵 多湖　　輝 海　竜　社  
ほっとするね山本麗子のナチュレシピ 山本　麗子 家の光協会  
おわらない夏 小沢　征良 集　英　社  
御開帳綺譚 玄侑　宗久 文 芸 春 秋  
薔薇の殺人 西村京太郎 双　葉　社   

あおぞら号 
しまなみ幻想 内田　康夫 光　文　社  
トゲトゲ日記 落合　恵子 清 流 出 版  
夜の寝覚め 小池真理子 集　英　社  
妻の大往生 永　　六輔 中央公論新社 
贋世捨人 車谷　長吉 新　潮　社  
日本よ 石原慎太郎 産経新聞ニュースサービス 
チワワはじめてのしつけ 佐藤美津子 日本 文 芸 社  

金子図書館�42－2414 
　休館/月曜・祝日・月末日 

※2月のおはなし会は2月15日（土）です。 
※図書館ネットワークのホームページで本の検索ができ 
　ます。アドレスは、http://www.echol.gr.jp
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期　間◆3/7（金）～3/9（日） 
 
 

【入場無料】 

期　間◆～2/11（火） 
　　　　夕暮れから3時間ほど 

場　所◆五台橋から文殊堂周辺 

午前10時～午後4時（9日は午後3時まで） 

～氷灯篭（アイスキャンドル）に誘われて幻想的な光の世界へ～ 
氷燈篭は、五台橋から文殊堂の境内へと続きます。 
 雪明りの道をたどると、そこは冬の幻想的な世界。 

　ハーモニースクールの作品（草木染、押し花、

絵画、木工、籐工芸、ハーブクラフト）の作品展

示と各サークルのミニ講習会が開催されます。 

　また、オカリナ、ヴァイオリン、ハーモニカ、

津軽三味線教室、マンドリンサークル、ウィンド

アンサンブルの演奏会、児童合唱団、音楽村合

唱団の発表会、お茶席、おしゃれ教室も開催予定。 

町
長
の
生
活
所
感 

　
新
し
い
年
を
迎
え
た
。
年
頭
に

あ
た
り
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
今
年
一

年
を
展
望
す
る
特
集
が
目
を
引
く
。

国
内
外
と
も
に
政
治
経
済
等
課
題

の
多
い
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
点
で

大
き
な
選
択
決
断
が
迫
ら
れ
る
重

要
な
年
と
い
わ
れ
る
。
わ
が
国
は

長
引
く
不
況
と
先
行
き
不
透
明
な

閉
塞
感
が
蔓
延
し
て
い
る
。
構
造

改
革
が
失
速
し
、
国
の
存
亡
の
岐

路
に
立
ち
、
し
か
も
危
機
感
が
急

速
に
増
幅
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
ん

な
中
、
行
財
政
改
革
が
強
く
求
め

ら
れ
、
地
方
分
権
社
会
の
構
築
を

め
ざ
し
て
市
町
村
自
治
体
の
再
編

成
す
な
わ
ち
合
併
と
い
う
命
題
を

突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
昨
年
12

月
24
日
に
丸
子
町
・
上
田
市
・
真

田
町
・
武
石
村
の
四
市
町
村
が
任

意
合
併
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
話

し
合
い
に
入
っ
た
。
こ
れ
か
ら
大

い
に
議
論
を
し
、
将
来
に
責
任
あ

る
判
断
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
昨
年
は
丸
子
町
制
90
周

年
の
記
念
事
業
で
盛
り
上
が
っ
た
。

丸
子
町
は
い
ろ
ん
な
意
味
で
す
ば

ら
し
い
町
だ
。
こ
れ
ま
で
の
歩
み

に
は
町
民
と
し
て
の
誇
り
も
愛
着

も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
歩
み
が

い
つ
も
進
取
に
富
み
創
造
的
で
あ

っ
た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
も
勇
気
と

知
恵
を
発
揮
し
た
創
造
性
に
溢
れ

る
も
の
で
あ
っ
て
こ
そ
、
発
展
が

可
能
だ
。
変
革
期
に
は
推
進
と
慎

重
の
意
見
が
顕
著
に
反
目
し
あ
う

こ
と
も
あ
る
が
、
人
間
の
英
知
は

い
つ
も
前
進
の
道
を
切
り
拓
い
て

き
た
。
合
併
を
将
来
に
渡
っ
て
住

み
良
い
、
魅
力
あ
る
自
立
し
た
地

域
づ
く
り
の
た
め
の
強
い
バ
ネ
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 （

１
／
５
） 昨年8月8日に行われた町政施行90周年記念式典 
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